
17.建 設 機 械

CONSTRUCTION MACHINES
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すでに定評のある万能掘削機およびケーブルクレーン

i･･こ加えて昭和32年度は新たにブルドーザの試作を完了,

続いてその姉妹機としてロッカショベルをも完成し,い

よいよ蛋建設革輔の生産が開始された｡

17.1万能掘削磯

性能および耐久度向上への不断の努力研究の結果,日

立ショベルの声価はいよいよあがり32年度も多数のショ

ベルを電源開発工 に,河川改修に,石灰石採取に,あ

るいは硫安の積込みにと送りだし,いずれも快調に稼働

してその優秀性を遺憾なく発 している｡

また掘削機としての形のはかに荷役機械すなわちクレ

ーンとしても多数納入された.=
中でも三菱鋼材株式会社

納めUO6ポリップバケット付クレーンは船より屑鉄の

積下しに使用されて好成績をあげ,第2図に示す小野田

セメント株式会社納めU12バケット付クレーンほ高炉

水撞処理に活躍しているなど,ショベルの新分野をつぎ

つぎに開拓しつつあるt_､

さてショベルを評価するにあたっては性能はもちろん

本質的なものであり,いまさらいうまでもないが,常に土

砂岩石などを相手として激しい 耗と戦うショベルの耐

久度もまた大きな要素である｡この意味においてショべ

ル部品中特に 耗の激しいジッパの爪,リップあるいはト

ラックリンク,タンブラなどに対する耐摩耗材および耐

摩耗熔接棒についても鋭意研究実験を重ねてきたが,最

近に至り従来のものより大幅に耐摩耗性のすぐれたもの

を作り出すことができた｡以下簡単にこれを紹介するこ

耐摩耗材………………………特にジッパ爪について

従来耐摩耗性(特に衝撃をうける摩耗)にすぐれている

といわれている高マンガン鋳鋼は,その強度と初期摩耗

の点で難点があったが今回その改良研究が完成しU12,

U16ショベルに標準として採用した爪は,成分および結

晶粒度をよくすることにより前記の欠点を除いた高マン

ガン鋳鋼で,実際に使用した石灰石採取場で3～4年間

ほ爪の交換の必要がないと考えられるほどの好成績を示

している(舞3図).二

耐摩耗熔接棒………耐摩耗用の肉盛熔接棒について

爪,リップ,トラックリンク,タンブラ,などは主と

Lて摺動作用によりほなほなだしく するものである

が,この摩耗部分ほ熔接によって肉盛補修する｡あるい

はまた最初から耐 耗肉感熔接を施して使用する｡この

肉盛補修はほとんど現地で行われるため,熔接性が良好

でないと非常にやりにくい｡よって耐摩耗性にすぐれて

Lかも熔接性が良好な熔接棒を得るべく稜々研究実験を

第1図 過併願石灰積込みに活躍する UO3

ショベル(0.4m3のジッパ装備)

第2図 U12パ ケ ット 付ク レー ン

第3図 アワメータ2,200時間石灰石掘削後の

U16ショベルの爪(高マソガン鋳鋼)
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第4図 長野県潤沢川における河床掘削作業中

の T14A アソグルドーザ

重ねた結果,衝撃摩耗匠適するものと摺動産耗に適する

ものの試作を完了し日下実申で耐久細論を行っているが

近く製品に適用される｡

17.2 ブ ルド
ー ザ

かねで高能率の17t級アングルドーザの生

し, 作機による実

を企画

ねさらに実作業による改良を

続けてきたが,このほど所期の性能を潤し十分な耐久力

を示すに至ったので,いよいよ生産に入り広く市場Ⅰこ送

りF_bして顧客の御要望に応ずることになったJ

木機は従来のものに比べて多くの新しいアイディアを

採りいれ,また各部に程々の改良を加えて作業能力の増

大を図ったものである｡J

本機ほ柑こ機動性にすぐれている点が大きな特長とな

っている｡すなわち前進,後進,旋回,および速

など,あらゆる動作の変換を停止することなく走行中に

容易に行うことができることと,緩旋回.ピボットター

ン,スピンターンなどあらゆる旋回法が可能で作 サイ

クルを大いに短縮して能率を上げることができる｡

運転は軽い2木のスチャリングレバーと1木の速度切替

レバーのみで,すべての運転操作が可能でありまた1､ル

クコンバータによって負荷の変動に応じて速度ならびに

トルクを自動的に変えられるので変速のための操作が少

なく長時間の 転にもなんら疲労を覚えることがない｡

また,消耗のはなはだしいトラック回りについては特

に耐久性を考えて適切な材質を選び耐 処理を行ってい

る他各部に十分な耐久度をもつ各瞳の部品を使用してい

るく=

このように多くの新しい構想を織り込み幾多の改良が

加えられて誕生したもので今後各方面の土木工事におけ

る使用実 がその優秀性を示すものと信ずる｡J

なお32年8月開通した大町,糸魚川間の大糸線,最終

第5園 長野県濁沢川における河床掘削作業

中の T14S ストレートドーザ

工事場(長野県,潤沢川)で月余にわたる各種の 他作

を行ったが所期の工事量を完遂して,その特長を遺憾

なく発押して関係者の托日のまととなった｡

17.3 ケーブルクレーン

日立ケーブルクレーンは40台目でついに世界水準を凌

篤した｡すなわち32年 は25t x600m高速ケーブルク

レーソを完成した｡本機は電源開発株式会社田子倉ダム

のコンクリート施工に使用されるもので,その規模ほも

ちろん,すぐれた性能とともにこの種ケーブルクレーン

の世界記録的製品である｡

17.3.1記録的25t高速ケーブルクレーン

田子倉ダムほ只見川本流の最大ダム地点で,堤高143

m,堤長429¶n,堤体積1,900,000m3の日本最大の重力ダ

ムである｡そのコンクリート施工には25t機2台と補助

機2台計4台のケーブルクレーンが計画された｡25t機

ほさきに工事完成した佐久間ダムより米国製ケーブルク

レーン1台が転川されたが,この転用機では塔高が低い

のでダム天端付近の施工ができないので本記の日立製作

所製25t高 ケーブルクレーンが新設されたのである｡

本機は走行型で巻上能力25t,コンクリートミケツ容

_拉6m3,径間約600Inの大型機で,塔高は両岸とも25m
である｡その主な特長は次のとおりである｡

ぐ1〕高速無衝撃キャリヤ:キャリヤは日立独特の

ロ㍉-プ牽引式(実用新案)を採用し,特にその駆動

シープは横行ウインチと別個に塔頂部に設けたので

滑りがなく,ロープの損耗もないので柄行

m/皿inの高速運転に適した機構である｡

(2)主索:

度500

産ロックドコイル,ワイヤローブ,

索径100mmが使用された｡主索の擁度は全負荷時

径間の5%であるが,3m3のコンクリートバケツを

僚｢目すれば挟度を少なくしてダム頂部まで施工がで
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第6回 25t高速ケーブルクレーンの機械室
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(3)巻上･横行ウインチ:両ウインチほいずれも

2台の直流電動機で完全油浴一段減速歯車で駆動さ

れるが,割同と駆動軸とはギヤカップリングで連結

されている｡

(4)コンクリート輸送: バ､ソチャープラントとケ

ーブルクレーンとの問のコンクリート輸送にほ3台

の日

で,

立 トランスフ7-カーが運転されているの

ケツの取り伴えがなく操作時問が短縮され

た.=

(5)遠方操作:本機の運転室ほ機上と機外とにあ

る′二機外運転室は常州でバンカー線の上流側に設け

た｡室内にほ操作デスク,fi_i号装置などが完備され

ているので能率的な操紆ができるし,夜間または霧

中でも正確な運転ができる｡

そのほか各部ほ運転保守が容易な構造であるから,完

第7図 25t x600m高速ケーブルクレーン

(田子倉ダム)

成以来無 放で稼動を鰍ナている｡なお本機のす定され

た打設量は950,000In3(ダム全量の50%)であるが,

操縦者の熟練と相まって予定打設量を上回わり,打設記

録(日間またほ月間打設最)も更新されるものと期待さ

れている二

日立ケーブルクレーンほ自然にならって走る､_

高知県物部ノIl永瀬ダムに使用された日立第14-ぢ･9tケ

ーブルクレーンほ32年春愛媛県肱川魔の川ダム工事現場

に移設された二本機ほもと両側走行形で両塔が平行

したが,今度の地点でほ地形上より両脚こ 長の走行路

を敷設することほ非常に不利であるから特殊の考案を試

みたこ右岸のエソジ∴/タワと左岸のテールタワとの走行

路長を1:2の比率にし,両岸のレールほ同心｢Ij弧上に

敷設するという世界でも珍らし方式を採用した=′移設以

来稼動しているが,従来の両岸平行レール_f二を走行すそ

のとなんらの差異もなくl一っ滑に作業を続けている)

第8図 鹿 の
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